
三村会頭

賃
上
げ
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

政
労
使
会
議
で
意
見
陳
述

短
期
の
電
力
需
給
と
コ
ス
ト
が
重
要

エ
ネ
ル
ギ
ー
新
計
画
に
意
見

支
援
人
材
の
拡
充
が
必
要

ち
い
さ
な
企
業
成
長
本
部
で
意
見
陳
述

ＬＯＢＯ
月結果

業
況
Ｄ
Ｉ
は
大
幅
改
善

コ
ス
ト
増
か
ら
先
行
き
に
は
不
安

「
資
金
繰
り
」と「
組
織
対
応
」

　日　商　

タ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
・
交
流
会
の

参
加
者
を
募
集（
中
小
機
構
）

明
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う
女
性
た
ち
の

全
国
交
流
会
を
開
催（

世
紀
職
業
財
団
）

資
金
繰
り
に
は

今
ま
で
以
上
に
注
意

組
織
で
の
対
応
が
重
要

お
わ
り
に
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意
見
を
交
わ
す
三
村
会

頭
（
左
か
ら
３
番
目
）

と
安
倍
首
相
（
右
か
ら

２
番
目
）

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
（
中
小
機
構
）

は
現
在
、
タ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
・
交
流
会

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。
中
小
機
構
で

は
、
わ
が
国
の
中
小
企
業
の
技
術
・
製
品
の

取
り
扱
い
や
、
業
務
提
携
を
希
望
し
て
い
る

ア
ジ
ア
地
域
の
企
業
経
営
者
と
の
交
流
・
マ

ッ
チ
ン
グ
を
実
施
。
今
回
は
、
航
空
機
・
鉄

道
・
医
療
機
器
・
部
品
な
ど
新
分
野
へ
の
展

開
を
目
指
す
タ
イ
企
業

社
の
経
営
者
な
ど

が
来
日
す
る
。

▼
日
時
　
１
月

日
（
東
京
）
、
１
月

日

（
広
島
）

▼
会
場
　
経
団
連
会
館
（
東
京
）
、
シ
ェ
ラ

ト
ン
　
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
参
加
方
法
　
中
小
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み
（
先
着
順
）

※
詳
細
は
、中
小
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

p://www.smrj.go.jp/keiei/kokusai/seminar
2/082714.html

）
を
参
照

　

世
紀
職
業
財
団
は
女
性
管
理
職
や
管
理

職
を
目
指
す
女
性
を
対
象
に
し
た
全
国
交
流

会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。
本
交
流
会

で
は
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
女
性
役
員
を
迎

え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す

る
ほ
か
、
人
脈
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
交
流

会
も
開
催
す
る
。

▼
日
時
　
２
月

日
午
後
６
時

分
～
９
時

▼
会
場
　
学
士
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
神

田
錦
町
３
―

）

▼
参
加
費
　
２
０
０
０
円

▼
参
加
方
法
　

世
紀
職
業
財
団
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
（
先
着
順
）

※
詳
細
は

世
紀
職
業
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.jiwe.or.jp/

）
を
参
照

納
税
時
に
資
金
不
足
に
陥
ら
な
い
よ

う
注
意

　
中
小
企
業
庁
は
昨
年


月

日
、
〝
ち
い
さ
な
企

業
〟
成
長
本
部
（
本
部
員

会
合
）
を
開
催
。
日
本
商

工
会
議
所
か
ら
は
石
井
卓

爾
中
小
企
業
委
員
会
共
同

委
員
長
（
東
京
商
工
会
議

所
副
会
頭
）
が
出
席
し
、

商
工
会
議
所
の
意
見
を
陳

述
し
た
。

　
石
井
共
同
委
員
長
は
、

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
〝
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会

合
〟
に
つ
い
て
「
昨
年
６

月
に
策
定
さ
れ
た
行
動
計

画
の
効
果
を
確
認
す
る
た

め
に
、
各
地
域
を
回
っ
て

事
業
者
や
支
援
機
関
な
ど

の
『
現
場
の
生
の
声
』
を

聞
く
こ
と
は
意
義
深
い
」

と
評
価
。
さ
ら
に
、
商
工

会
議
所
の
使
命
に
関
し

て
、
「
多
く
の
事
業
者
に

と
っ
て
『
最
初
に
相
談
し

た
い
支
援
機
関
』
に
な
る

こ
と
。
ほ
か
の
機
関
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
支
援
力

を
向
上
さ
せ
て
い
き
た

い
」と
の
考
え
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
石
井
共
同
委
員

長
は
、
支
援
機
関
が
十
分

な
支
援
を
行
う
た
め
に

は
、
政
府
の
施
策
に
よ
る

後
押
し
が
必
要
と
強
調
。

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き

た
施
策
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
平
成

年
度
補
正

予
算
や

年
度
予
算
で
講

じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

施
策
の
早
期
実
行
が
重
要

と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
に
根
差
し
て
お

り
、
そ
の
地
域
か
ら
離
れ

に
く
い
」
と
、
そ
の
性
質

を
指
摘
。
「
全
国
ど
こ
で

も
一
定
水
準
以
上
の
小
規

模
支
援
施
策
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
体
制
を
構
築
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
商
工
会
議
所
な

ど
が
、
よ
り
き
め
細
か
な

支
援
を
す
る
た
め
に
は

「
支
援
人
材
を
拡
充
す
る

こ
と
が
必
要
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
の
三

村
明
夫
会
頭
は
昨
年

月


日
、
政
府
が
経
済
界
・

労
働
界
の
代
表
者
と
景
気

回
復
に
向
け
た
課
題
を
協

議
す
る
第
５
回
「
経
済
の

好
循
環
実
現
に
向
け
た
政

労
使
会
議
」
に
出
席
し
、

日
商
の
意
見
を
陳
述
し

た
。
ま
た
、
同
会
合
に
お

い
て
「
経
済
の
好
循
環
に

向
け
た
政
労
使
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
。

　
同
会
議
に
は
、
政
府
か

ら
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
、
菅
義
偉
官
房
長
官
、

茂
木
敏
充
経
済
産
業
大

臣
、
田
村
憲
久
厚
生
労
働

大
臣
、
西
村
康
稔
内
閣
府

副
大
臣
、
愛
知
治
郎
財
務

副
大
臣
が
出
席
。
経
済
界

か
ら
は
三
村
会
頭
を
は
じ

め
、
日
本
経
済
団
体
連
合

会
の
米
倉
弘
昌
会
長
、
全

国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
鶴
田
欣
也
会
長
が
、
労

働
界
か
ら
は
、
日
本
労
働

組
合
総
連
合
会
の
古
賀
伸

明
会
長
ら
が
参
加
し
た
。

　
三
村
会
頭
は
中
小
・
小

規
模
企
業
の
景
況
感
に
つ

い
て
、
「
日
本
全
体
と
し

て
明
る
い
兆
候
が
見
え
始

め
て
い
る
一
方
で
、
地
域

・
業
種
・
規
模
に
よ
っ
て

は
、
輸
出
比
率
の
低
さ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材

料
費
の
上
昇
を
販
売
価
格

に
転
嫁
で
き
て
い
な
い
な

ど
の
理
由
か
ら
大
企
業
・

中
堅
企
業
に
比
べ
、
景
況

感
に
差
が
生
じ
て
い
る
」

と
指
摘
。
賃
上
げ
に
つ
い

て
は
、
「
上
げ
ら
れ
る
企

業
は
上
げ
て
ほ
し
い
が
、

〝
ま
だ
ら
模
様
〟
で
あ
る

中
小
企
業
の
現
状
に
対

し
、
賃
金
を
上
げ
ら
れ
る

環
境
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
必
要
」
と

強
調
し
た
。

　
安
倍
総
理
は
、
「

年

以
上
続
い
て
き
た
デ
フ
レ

か
ら
脱
却
す
る
の
は
至
難

の
業
で
あ
る
が
、
政
府
は

３
本
の
矢
で
挑
戦
し
て
い

る
。
今
回
、
政
労
使
が
協

力
し
て
、
こ
の
状
態
か
ら

抜
け
出
そ
う
と
い
う
気
持

ち
が
一
つ
に
な
っ
た
。
こ

れ
が
う
ま
く
い
け
ば
、

（
デ
フ
レ
脱
却
の
）
世
界

的
な
モ
デ
ル
に
な
る
と
思

う
」と
の
考
え
を
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
「
政
府
も
引

き
続
き
全
力
で
環
境
整
備

に
取
り
組
む
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
者
が
大
胆
に

実
行
に
移
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
協
力
を
呼
び
掛

け
た
。

　
ま
た
、
「
経
済
の
好
循

環
に
向
け
た
政
労
使
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
に
お

い
て
、
①
賃
上
げ
、
②
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

支
援
、
③
非
正
規
労
働
者

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
待

遇
改
善
、
④
生
産
性
の
向

上
と
人
材
育
成
に
関
し
て

協
力
し
て
取
り
組
む
と
の

認
識
に
至
っ
た
。
な
お
、

②
に
は
、
今
年
４
月
の
消

費
税
率
引
き
上
げ
時
に
価

格
転
嫁
を
妨
げ
る
行
為
を

是
正
す
る
施
策
や
、
中
小

企
業
投
資
促
進
税
制
の
拡

充
に
よ
る
生
産
性
向
上
を

実
現
す
る
た
め
の
環
境
整

備
、
賃
上
げ
に
取
り
組
む

企
業
へ
の
支
援
強
化
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
は
昨

年

月

日
、
「
新
し
い

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
』策
定
に
向
け
た
意
見
」

を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し

た
。

　
同
意
見
で
は
、
ま
ず
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
原

案
と
な
る
「
総
合
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政

策
分
科
会
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
対
す
る
意
見
」

を
「
全
体
と
し
て
責
任
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
性

を
明
記
し
て
い
る
」
と
評

価
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
早

期
に
新
基
本
計
画
を
策
定

す
る
よ
う
求
め
た
。

　
ま
た
、
福
島
の
再
生
を

加
速
さ
せ
る
た
め
に
は
、

除
染
に
関
し
て
、
「
合
理

的
な
目
標
設
定
に
よ
る
実

施
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建

に
向
け
た
対
策
の
強
化
」、

汚
染
水
対
策
に
つ
い
て
は

「
浄
化
処
理
後
の
水
な

ど
、
一
定
の
基
準
を
満
た

す
水
の
管
理
放
出
」
が
必

要
と
の
考
え
を
示
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
経
済
・
環
境

・
供
給
の
安
定
な
ど
の
観

点
か
ら
電
源
構
成
を
最
適

化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
に
つ
い
て
は
、
「
特

に
短
期
の
電
力
需
給
と
コ

ス
ト
が
重
要
」
と
指
摘
。

検
討
を
行
う
審
議
会
な
ど

に
は
中
小
企
業
を
含
む
産

業
界
の
立
場
の
委
員
を
加

え
る
よ
う
求
め
た
。

　
原
子
力
発
電
所
に
つ
い

て
は
、
「
安
全
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
建
て
替
え

や
、
原
子
炉
規
制
法
に
基

づ
き
安
全
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は

年
を
越
え
て
稼

働
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
」

と
強
調
。
併
せ
て
、
「
使

用
済
燃
料
対
策
の
強
化
や

安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
規
制
行
政
を
見
直
す

こ
と
も
必
要
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制

度
に
関
し
て
、
電
気
料
金

の
大
幅
上
昇
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
早
急
に
抜
本
的
な

見
直
し
が
要
る
と
の
考
え

を
提
示
。
「
最
大
限
の
加

速
」
で
は
な
く
総
合
的
な

検
討
が
必
要
と
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
同
意
見
で
は
、

重
要
な
デ
ー
タ
や
海
外
の

事
情
な
ど
に
関
す
る
情
報

が
あ
ま
り
国
民
に
知
ら
れ

て
い
な
い
と
し
て
、
積
極

的
な
広
報
を
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。

　
な
お
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
基
本
法
に
基
づ
き
３

年
に
１
度
見
直
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
新
基

本
計
画
は
、
寄
せ
ら
れ
た

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
２

月
に
決
定
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

※
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://eco.jcci.or.jp/w
p-content/uploads/2013/
12/20131226opinion.pdf

）

を
参
照

　
日
本
商
工
会
議
所
が
昨

年

月

日
に
発
表
し
た

商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

（
早
期
景
気
観
測
）調
査
の

平
成

年

月
結
果
で
は

全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
前
月
か
ら
大
幅（
５
・

４
ポ
イ
ン
ト
）に
改
善
し
、

マ
イ
ナ
ス
７
・
４
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
３
年
８
月

（
マ
イ
ナ
ス
４
・
４
）以
来

の
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。

　
産
業
別
で
は
、
建
設
業

が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
。

そ
の
他
４
業
種
は
改
善
し

た
。た
だ
し
、「
小
売
業
」

の
改
善
は
「
悪
化
」
か
ら

「
不
変
」
へ
の
変
化
が
主

因
で
、
仕
入
価
格
上
昇
分

の
転
嫁
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
実
態
は
ほ
ぼ

横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
項
目
別
で
見
る
と
、

「
仕
入
単
価
」「
従
業
員
」

に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
た
。「
売
上
」

「
採
算
」
「
資
金
繰
り
」

の
Ｄ
Ｉ
は
改
善
し
、
３
年

８
月
以
来
の
高
水
準
と
な

っ
た
。

　
各
地
か
ら
は
、
「
鉄
鋼

や
電
機
メ
ー
カ
ー
で
設
備

投
資
の
動
き
が
出
始
め
て

お
り
、
受
注
が
伸
び
て
い

る
」
（
電
気
工
事
業
）
、

「
取
引
先
で
あ
る
大
手
企

業
の
業
績
改
善
が
進
み
、

自
社
の
受
注
も
増
加
傾
向

に
あ
る
」
（
油
圧
機
器
製

造
業
）
、
「
ク
リ
ス
マ
ス

や
年
末
年
始
の
需
要
期
を

迎
え
、
売
り
上
げ
が
増
加

し
て
お
り
、業
況
は
好
転
」

（
農
産
物
卸
売
業
）
と
い

っ
た
声
が
あ
っ
た
。
他
方

で
、人
件
費
や
仕
入
価
格
、

燃
料
・
電
気
料
金
な
ど
の

コ
ス
ト
負
担
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
４
月

に
消
費
増
税
を
控
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
「
売
り
上

げ
は
伸
び
た
が
、
仕
入
や

運
送
に
係
る
コ
ス
ト
増
に

加
え
、
消
費
税
引
き
上
げ

に
伴
う
シ
ス
テ
ム

開
発
の
負
担
が
重

く
、
利
益
が
減
少

し
た
」
（
衣
料
品

卸
売
業
）
、
「
人

件
費
が
高
い
た

め
、
人
材
確
保
が

進
ま
ず
、
工
期
に

も
影
響
が
出
て
い

る
」
（
一
般
工
事

業
）
と
い
っ
た
声

も
聞
か
れ
、
景
気

回
復
の
実
感
は

〝
ま
だ
ら
模
様
〟

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
調
査
に
併
せ

て
「
円
安
進
行
に
伴
う
経

営
へ
の
影
響
」
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
。
円
安
が
進

ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
経
営

に
悪
影
響
が
出
て
い
る
企

業
（
全
産
業
）
が

・
７

％
に
の
ぼ
る
一
方
で
、
好

影
響
が
出
て
い
る
企
業
は

８
・
７
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
悪
影
響
の
理
由

（
全
産
業
）
は
、
「
仕
入

価
格
上
昇
に
よ
る
負
担

増
」
（

・
６
％
）
、

「
燃
料
の
輸
入
価
格
上
昇

に
よ
る
電
気
料
金
の
負
担

増
」
（

・
８
％
）
と
コ

ス
ト
の
負
担
増
を
理
由
に

挙
げ
る
企
業
が
多
く
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
経
営
上
望

ま
し
い
為
替
水
準
（
全
産

業
）
に
つ
い
て
は
、
「


～
１
０
０
円
未
満
」
（


・
１
％
）
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
１
０
０
～
１
０

５
円
未
満
」（

・
９
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
向
こ
う
３
カ
月
（
１
～

３
月
）
の
先
行
き
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
全
産
業
合

計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
（
昨
年


月
比
ベ
ー
ス
）
が
マ
イ
ナ

ス

・
０
と
、３
・
６
ポ
イ

ン
ト
の
悪
化
を
見
込
む
も

の
の
、「
好
転
」
か
ら「
不

変
」へ
の
変
化
が
主
因
で

あ
り
実
体
は
横
ば
い
。詳

細
は
、日
商
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.jcci.or.jp

/lobo/lobo.html

）を
参
照
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
３
回

目
は
、
消
費
税
の
転
嫁
対

策
で
重
要
な「
資
金
繰
り
」

と
、
転
嫁
対
策
の
全
体
像

を
に
ら
ん
だ「
組
織
対
応
」

を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
消
費
税
５
％
の
場
合

も
８
％
の
場
合
も
、
税
抜

売
上
高
１
０
０
０
円
、
利

益
１
０
０
円
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
納
税
額
は
２
０

円
だ
っ
た
も
の
が
３
２
円

と
、
１
・
６
倍
に
増
え
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
消
費

税
は
一
時
的
な
預
り
金
で

あ
り
、
自
社
の
資
金
で
な

い
と
い
う
こ
と
を
今
ま
で

以
上
に
認
識
し
て
、
納
税

時
に
資
金
不
足
に
陥
ら
な

い
よ
う
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
お
金
の
動
き
を
月

次
・
週
次
・
日
次
で
押
さ

え
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
売
上
げ
と
利
益
は

違
う
こ
と
を
認
識
し
た
う

え
で
、
①
受
取
り
や
支
払

い
ま
で
の
日
数
の
改
善
、

②
在
庫
が
売
れ
て
い
く
期

間
の
把
握
と
改
善
、
③
遊

休
資
産
の
処
分
、
④
売
上

げ
増
の
た
め
に
掛
売
り
を

増
や
さ
な
い
、
⑤
任
意
の

消
費
税
中
間
納
付
制
度
の

活
用
な
ど
の
対
策
を
取
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　
次
に
「
組
織
対
応
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
経
営
陣
は
転

嫁
対
策
を
理
解
し
指
示
を

し
て
い
た
の
に
、
現
場
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
回
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

結
局
税
率
引
き
上
げ
に
対

応
で
き
な
か
っ
た
、
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
し
た

い
も
の
で
す
。
具
体
的
に

は
、
①
税
込
価
格
で
売
上

げ
を
管
理
し
て
い
た
た

め
、
増
税
に
よ
る
利
益
の

減
少
に
気
付
か
ず
、
営
業

戦
略
を
見
誤
る
、
②
会
社

の
利
益
の
た
め
と
思
っ
て

仕
入
れ
先
と
行
っ
た
交
渉

が
、
転
嫁
対
策
特
別
措
置

法
で
禁
止
さ
れ
る
「
買
い

た
た
き
」
行
為
に
な
っ
て

し
ま
う
、
③
税
率
引
き
上

げ
へ
の
準
備
不
足
や
認
識

不
足
の
た
め
に
納
期
遅
れ

を
起
こ
し
て
し
ま
う
、
④

売
上
げ
を
い
つ
計
上
す
る

か
の
基
準
が
明
確
で
な
い

た
め
に
、
適
用
税
率
を
間

違
え
る
、
⑤
契
約
書
や
見

積
書
な
ど
が
総
額
表
示
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
適
用

税
率
に
つ
い
て
取
引
先
と

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
、
⑥
３

月
ま
で
の
駆
け
込
み
需
要

の
獲
得
と
４
月
以
降
の
反

動
減
へ
の
対
策
が
不
十
分

で
、売
上
げ
が
減
少
す
る
、

⑦
総
額
表
示
と
外
税
表
示

が
混
在
し
、
そ
の
対
応
で

現
場
が
混
乱
す
る
、
⑧
消

費
税
に
関
す
る
ク
レ
ー
ム

や
質
問
の
情
報
共
有
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
が
で
き
て
い

な
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
を
一
つ
一
つ

確
認
し
な
が
ら
、
組
織
と

し
て
の
消
費
税
転
嫁
対
策

を
是
非
と
も
練
っ
て
い
き

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
備
え
て
、
組
織
と

し
て
転
嫁
対
策
の
方
針
を

決
め
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
①
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

た
価
格
改
定
、
②
価
格
表

示
の
変
更
、
③
新
商
品
の

導
入
・
既
存
商
品
の
高
付

加
価
値
化
と
い
っ
た
対
策

を
、
経
営
者
・
従
業
員
が

一
体
と
な
っ
て
考
え
た
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
転
嫁

対
策
の
方
針
が
決
定
し
た

ら
、
そ
の
た
め
に
や
る
べ

き
事
、
注
意
す
べ
き
事
と

い
っ
た
「
社
内
ル
ー
ル
」

を
設
定
し
、
従
業
員
に
周

知
徹
底
す
る
こ
と
も
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
対
策
チ
ー
ム

を
組
織
す
る
こ
と
や
、
情

報
の
受
発
信
源
を
明
確
に

定
め
た
一
元
管
理
が
有
効

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
以
上
、
全
３
回
に
わ
た

り
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
今
回
の
消

費
税
率
引
き
上
げ
と
い
う

大
き
な
経
営
環
境
の
変
化

を
き
っ
か
け
に
、
価
格
設

定
、
販
売
計
画
、
資
金
繰

り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
経
営
を
見
直
し

て
、
総
合
的

な
経
営
力
の

強
化
を
図
る

こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か

で
す
。

　
こ
れ
か
ら

来
る
大
き
な

波
を
乗
り
越

え
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
安

定
し
た
経
営

を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
ぜ

ひ
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
　
◆

　
日
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